
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

 

平成 23 年 6 月 27 日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

研究成果の概要（和文）： 

この4年間で、建仁寺両足院に所蔵される書跡や版本の総目録を作成した。平成19年度には、
第 1函から第 60函までの書目を納めた「建仁寺両足院所蔵聖教目録Ⅰ」を作成し、平成 21年
度には中間報告書として第 61函から第 120 函までの書目を納めた「建仁寺両足院所蔵聖教目録
Ⅱ」を、最終年度には残りの第 121 函から補遺分を採録した「建仁寺両足院所蔵聖教目録Ⅲ」
を作成した。3 冊 1 具の目録は、いずれも詳細な書誌学的事項を収録しており、両足院所蔵の
書跡・典籍類の全貌が見通せることになり、大きな成果を収めたといってよい。各方面から長
らく待望された目録が無事に完成した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
In the last four years, we have created Descriptive Catalogue of the Printed Books and 

Manuscripts owned by Ryosokuin-Temple in Kennin-ji Temple. 
In fiscal 2007, we have made the Catalogue of the Printed Books and Manuscripts in the 

box until the 60th. In fiscal 2009, we have made the Catalogue of the Printed Books and 
Manuscripts in the box form 61th to 120th as the interim report. Last year, we have 
investigated all the remaining books and made the Descriptive Catalogue. 

We have the these three Descriptive Catalogues, now we can understand the whole picture 
of the Printed Books and Manuscripts owned by Ryosokuin-Temple in Kennin-ji Temple. 
By this project, we have gained good success.  
We had successfully completed the long-awaited Catalogue form each discipline. 
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１． 研究開始当初の背景 

 京都・建仁寺の塔頭である両足院は、室町
時代に五山文学で活躍した建仁寺友社の中
心であったことから、五山文学関係の抄物や
五山版は云うに及ばず、宋時代の版本や天下
の孤本として知られ世界的にも有名な明時
代・万暦二十年（1592）刊の『三国志伝』、
更には朝鮮本や古写本などの宝庫であるこ
とは知られているが、未だその全貌が明らか
とはなっていないのが現状であった。加えて、
対馬・以酊庵の朝鮮通信使関係の資料などの
未だ未調査の資料であった。 
そして、当館で平成 14 年 4 月 23 日から 5

月 19 日にかけて開催した特別展覧会「建仁
寺展」の中に両足院所蔵の版本である『三国
志伝』や『東坡集』、更には「文書」など合
わせて5件の書跡を展示したのが大きな契機
となり、中国文学・五山文学・書誌学などの
研究者から悉皆的な調査を望む声が高まっ
ていた。 

このような背景のもとで、平成 16 年度か
ら平成 18 年度までの 3 カ年にわたって、基
盤研究（B）（1）「五山禅宗寺院に伝わる典籍
の総合的な調査研究―建仁寺両足院所蔵本
を中心に―」（課題番号 16320046、研究代表
者 赤尾栄慶）の交付を受けたのであるが、
その 3 カ年に調査が終了したのは全体約 180
箱のうち、第 70箱までであった。 

 

２．研究の目的 

 建仁寺両足院に所蔵されている版本や古
写本などの五山文学関係や仏教学関係の典
籍類を順次調査し、書名・法量・装訂・制作
時代などの書誌学的な調査と各々の内容に
関する調査を実施し、善本を中心とした解題
を付した総目録の作成を目指すものである。   

 これを達成するために、今回の調査研究で
は両足院に所蔵されている書跡・典籍類のう
ち、第 71 箱より調査を始めることとし、調
査未了の版本や古写本など、仏教学関係、さ
らには中国文学関係及び五山文学関係の典
籍を順次調査する。最終的な目標としては、
書誌学的事項を採録した全書目の総目録を
作成する。 
 ただし、目録は分量的なことも勘案して 3

分冊のかたちで作成し、最終的に 3 冊 1 具の
形としてまとめる。 

 

３．研究の方法 

各箱に納められている一冊ごとに、書名・
法量・装訂・外題・首題・尾題・版式・行数・
訓点・奥書・刊記などの書誌学的な調査と
各々の内容に関する調査を実施し、それぞれ
を調書に記入する。 

調査が終了した書跡に関しては、和紙で作

った短冊状の紙に書名や箱番号、子番号を付
したものを挟み込み、簡単に目録と照合出来
るようにした。 

調査は、4、5日規模の調査を 1年に 3回程
度実施し、研究打合会は年 2回程度行って進
捗状況の確認と意見交換会を実施した。 

調書に記載された項目のうち、主要な項目
日手は、調査終了ごとの適用な時期にパーソ
ナルコンピューターに入力し、デジタル化を
行い、目録化を計った。 
 
４．研究成果 
平成 19年度には、平成 16年度から平成 18

年度までの交付を受けた基盤研究（B）（1）「五
山禅宗寺院に伝わる典籍の総合的な調査研
究―建仁寺両足院所蔵本を中心に―」（課題
番号 16320046、研究代表者 赤尾栄慶）の報
告書として、第 1 函から第 60 函までの書目
を納めた「建仁寺両足院所蔵聖教目録Ⅰ」を
作成した。また主要な善本については、この
「目録Ⅰ」に解題を付して掲載することとし
た。平成 19 年度からは、引き続き、未調査
の第 70 箱以降の書跡・典籍類の調査を継続
し、平成 21 年度には中間報告書として第 61
函から第 120 函までの書目を納めた「建仁寺
両足院所蔵聖教目録Ⅱ」を作成した。最終年
度には残りの第121函から補遺分を採録した
「建仁寺両足院所蔵聖教目録Ⅲ」を作成した。
これで予定していた調査研究を終了し、両足
院所蔵の書跡・典籍類の全貌が見通せること
となり、大きな成果を収めた。 
 目録は、全体的な分量を勘案して 3分冊と
し、3 冊全体で目録 1 部のかたちとするため
に、「聖教目録Ⅰ～Ⅲ」という形でまとめた。 
 この研究成果によって作成した目録によ
って、今後さらなる研究が促され、より一層
の研究が進展するものと確信している。 
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